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高知県政を一段と高いステージへ浜田新知事

今後の議会で具現化を追及

9月定例会で、意見書の賛成討論を行う
坂本議員
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3
期
1
2
年
間
、
高
知
県
政
を
担
っ
て
き
た
尾
崎
正
直
前
知
事
の
後
を
継
ぐ
浜
田
省
司
氏

が
、
新
知
事
と
し
て
臨
ん
だ
県
議
会
1
2
月
定
例
会
は
、
1
2
月
1
2
日
に
開
会
し
、
2
6
日
開

会
日
に
は
、
2
0
1
9
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
の
う
ち
、
県
立
高
校
で
行
う
基
礎
学

力
把
握
検
査
の
委
託
料
8
2
3
万
円
の
債
務
負
担
を
削
除
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
も

の
の
少
数
否
決
の
後
、
執
行
部
提
出
の
3
0
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
岩
城
孝
章
副
知
事
の
再
任
同
意
議
案
は
、
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
議
案
で
は
、
本
県
上
空
で
の
米
軍
機
に
よ
る
超
低
空
飛
行
訓
練
の
中
止
を
求
め

る
意
見
書
な
ど
4
件
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
も
の
の
、
首
相
主
催
の
「
桜
を
見
る
会
」

疑
惑
の
徹
底
究
明
を
求
め
る
意
見
書
案
は
、
提
出
し
た
県
民
の
会
と
共
産
党
の
み
の
賛
成

少
数
で
、
残
念
な
が
ら
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

浜
田
新
知
事
の
政
策
の
柱
は
、
尾
崎
県

政
の
継
承
・
発
展
で
あ
り
、
就
任
後
初
の

県
議
会
と
な
っ
た
1
2
月
議
会
で
も
、
従

来
の
政
策
を
踏
襲
し
た
発
言
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。

所
信
表
明
で
は
、
　
「
高
知
県
は
間
違

い
な
く
良
い
方
向
に
進
ん
で
い
る
」
と
し

た
上
で
、
「
今
後
も
人
口
減
少
が
続
く

こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
県
経
済
の
縮
み
や

中
山
間
地
域
の
衰
退
と
い
っ
た
困
難
な
課

題
に
対
す
る
施
策
を
一
層
強
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
へ
の
備
え
も
着
実
に
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
意
欲
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
3
つ
の
目
指
す
べ
き
姿
」
と

し
て
、
①
産
業
振
興
に
よ
っ
て
新
た
な
一
層

用
を
創
出
す
る
『
い
き
い
き
と
仕
事
が
で

き
る
高
知
』
、
②
教
育
の
充
実
や
子
育
て

支
援
、
日
本
一
の
健
康
長
寿
県
づ
く
り
の

取
り
組
み
な
ど
を
通
じ
た
『
い
き
い
き
と

生
活
が
で
き
る
高
知
』
、
③
南
海
ト
ラ
フ

地
震
対
策
や
豪
雨
災
害
対
策
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
推
進
に
よ
る
『
安
全
、
安
心
な
高

知
』
を
掲
げ
、
「
共
感
と
前
進
」
　
に
よ

り
、
県
政
を
一
段
と
高
い
ス
テ
ー
ジ
へ
引

き
上
げ
て
い
く
決
意
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

万
博
・
I
R
痛
み
の
県
経
済

の
活
粧
化
に
疑
問
符

浜
田
知
事
カ
ラ
ー
と
し
て
は
、
「
関
西

圏
と
の
交
流
や
連
携
の
強
化
に
よ
る
県
経

済
の
活
性
化
」
を
強
調
し
、
2
0
2
5
年

の
大
阪
・
関
西
万
博
に
向
け
て
再
開
発
が

進
む
関
西
圏
に
つ
い
て
、
「
経
済
活
力
に

満
ち
て
お
り
、
万
博
の
経
済
波
及
効
果
は

約
2
兆
円
と
も
言
わ
れ
て
い
る
」
　
と
述
べ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
阪
府
・
市
が
進
め
て
い
る

カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設

（
I
R
）
誘
致
と
の
相
乗
効
果
に
も
期
待

感
を
示
し
、
今
後
の
経
済
成
長
を
高
知
県

に
取
り
込
め
ら
れ
れ
ば
、
拡
大
基
調
に
あ

る
県
経
済
を
さ
ら
に
上
昇
気
流
に
乗
せ
て

い
け
る
と
言
及
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
I
R
汚
職
に
よ
る
逮
捕
者
ま

で
出
て
お
り
、
国
内
市
場
の
二
番
手
に
甘

ん
じ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
中
、
大
阪
I

R
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
そ
の
輝
き
を
失
い

か
け
て
い
ま
す
。
2
0
2
5
年
の
万
博
も

含
め
て
、
会
場
と
な
る
大
阪
湾
岸
の
人
工

島
・
夢
洲
の
整
備
が
間
に
合
う
の
か
予
断

を
許
さ
ず
、
相
乗
効
果
を
狙
っ
た
カ
ジ
ノ

を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
I
R
）
の
同

時
開
業
も
極
め
て
困
難
な
情
勢
で
す
。

前
途
多
難
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
万
博
・
I
R
を
あ
て
に
し
た
関
西
圏
で

の
新
た
な
経
済
活
動
の
戦
略
が
、
ど
れ
だ

け
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
展
開
し
て
い
け

る
か
は
、
現
時
点
で
具
体
的
な
凛
東
が
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、
見
通
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
今
後
も
、
関
西
圏
の
経
済
戦
略
頼
み
で

い
い
の
か
と
の
疑
問
が
湧
く
中
で
、
浜
田

県
政
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
き
ま
す
。
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尾崎知事との最後の一間一答を行う
坂本議員

尾
崎
知
事
最
後
の
定
例
会
で
l
問
l
答

四
遺
不
出
馬
を
表
明
し
た
尾
崎
正
直
知

事
は
、
県
議
会
9
月
定
例
会
で
、
3
斯
1
2

年
に
わ
た
る
取
り
組
み
を
「
下
降
、
楷
小

傾
向
に
あ
っ
た
県
勢
は
明
確
に
上
昇
傾
向

に
転
じ
て
き
た
」
と
総
括
し
、
産
業
振
興

計
画
の
推
進
に
よ
っ
て
「
人
口
減
少
下
に

あ
っ
て
も
、
む
し
ろ
拡
大
す
る
経
済
へ
と

転
じ
っ
つ
あ
る
」
と
成
果
を
強
調
さ
れ
ま

し
た
。坂
本
議
員
は
、
「
生
き
や
す
く
、
働
き

や
す
く
、
暮
ら
し
の
支
援
を
行
う
備
え
の

県
政
」
を
進
め
る
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
、

尾
崎
知
事
と
の
最
後
の
質
問
戦
に
立
ち
ま

し
た
。琴

の
政
権
で
、
地
方
重
視
の

由
面
へ
の
転
換
は
可
能
か
？

弁
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
自
民
党
内
部

か
ら
変
え
て
い
け
る
こ
と
か
、
聞
く
。

【
知
事
】
一
定
の
限
界
は
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
自
民
党
内
部
に
お
い
て
も
、
住

民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ

と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
実
現
に
微

力
な
が
ら
努
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
質
問
】
事
前
復
興
に
つ
い
て
、
知
事
会

で
も
「
超
大
型
災
害
を
想
定
し
た
事
前
復

興
制
度
の
創
設
」
を
求
め
て
き
た
が
、
こ

の
要
望
が
な
ぜ
前
進
し
な
い
か
、
聞
く
。

【
知
事
】
政
府
に
は
、
巨
額
の
財
政
負
担

に
対
す
る
た
め
ら
い
が
あ
る
と
思
う
が
、

事
前
対
策
を
講
ず
る
ほ
う
が
、
中
長
期
的

に
見
た
ら
財
政
負
担
が
小
さ
い
こ
と
を
訴

え
て
き
た
し
、
そ
の
実
現
を
求
め
た
い
。

…
※
部
長
答
弁
か
ら
抜
粋

㌦
【
農
業
分
野
】
販
売
農
家
l
戸
当
た
り
の

産
出
額
は
、
平
成
2
2
年
5
0
3
万
円
、
平
㌦

～
成
2
9
年
8
1
7
万
円
で
6
2
％
の
伸
び

叉
【
林
業
分
野
】
林
業
就
業
者
l
人
当
た
り
…

あ
産
出
額
は
、
平
成
2
0
年
4
0
0
万
円
、

車
成
2
9
年
5
7
2
万
円
で
4
3
％
の
伸
び

こ
水
産
業
分
野
】
漁
業
就
業
者
l
人
当
た
㌦

り
の
生
産
額
は
、
平
成
2
0
年
9
8
4
万
円
∵

平
成
3
0
年
1
4
8
7
万
円
で
5
1
％
の
伸
び

難
易
度
の
高
い
南
海
ト
ラ
フ
他
家

対
譲
の
具
彼
此
を
加
速
的
に

【
質
問
】
よ
り
地
方
重
視
の
国
政
に
す
る

た
め
、
今
の
国
政
で
は
不
十
分
だ
っ
た
と

感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
聞
く
。

【
知
事
】
地
方
創
生
や
国
土
強
靭
化
な
ど
、

地
方
を
重
視
し
よ
う
と
い
う
政
策
が
展
開

さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
人
口
減
少
が
進

ん
で
い
く
中
、
よ
り
一
層
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
質
問
】
米
軍
基
地
負
担
に
関
す
る
知
事

会
の
提
言
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
「
県
民

の
不
安
が
払
拭
さ
れ
る
よ
う
、
事
前
の
情

報
提
供
や
配
慮
を
求
め
、
知
事
会
の
一
員

と
し
て
継
続
的
に
取
り
組
み
た
い
」
と
答

地
域
で
若
者
が
働
き
、
暮
ら
し

稼
げ
る
産
業
の
異
性
化
を

【
質
問
】
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
に
つ

い
て
、
公
助
と
し
て
行
政
が
事
前
に
行
っ

て
お
く
こ
と
に
つ
い
て
、
聞
く
。

【
地
域
福
祉
部
長
】
避
難
訓
練
の
実
施
な

ど
地
域
の
取
り
組
み
支
援
に
加
え
て
、
安

全
な
避
難
路
の
確
保
や
避
難
場
所
で
の
受

入
環
境
の
整
備
、
福
祉
避
難
所
の
確
保
な

ど
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
要
配
慮
者

【
質
問
】
　
「
若
者
が
働
き
、
稼
ぎ
、
暮
ら

し
て
い
け
る
」
こ
と
を
体
感
で
き
る
よ
う

な
、
農
業
、
林
業
、
水
産
業
の
平
均
年
収

な
ど
を
示
す
数
値
の
明
示
に
つ
い
て
、
聞

く。【
知
事
】
l
人
当
た
り
の
県
民
所
得
、
現

金
給
与
総
額
と
か
、
各
集
落
に
お
い
て
、

若
い
人
の
人
口
動
態
な
ど
も
ト
ー
タ
ル
で

把
握
し
て
、
取
り
組
み
が
う
ま
く
い
っ
て

る
か
把
握
す
る
こ
と
も
考
え
る
。

の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
が
行

わ
れ
る
よ
う
関
係
者
の
理
解
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
。

【
質
問
】
津
波
避
難
ビ
ル
や
緊
急
避
難
場

所
へ
の
避
難
所
機
能
の
整
備
や
支
援
の
仕

組
み
に
つ
い
て
、
聞
く
。

【
地
域
福
祉
部
長
】
要
配
慮
者
の
特
性
に

応
じ
た
対
策
を
進
め
る
よ
う
各
市
町
村
に

働
き
か
け
、
県
の
地
域
防
災
対
策
総
合
補

助
金
を
活
用
し
て
、
障
害
者
用
ト
イ
レ
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
テ
ン
ト
、
背
負
い
式
避
難
異

な
ど
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
も
、

要
配
慮
者
の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

支
援
方
法
や
必
要
な
資
機
材
の
整
備
が
さ

ら
に
進
む
よ
う
、
危
機
管
理
部
と
も
連
携

し
て
地
域
の
取
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

【
質
問
】
ス
ロ
ー
プ
未
設
置
の
避
難
ビ
ル

等
で
、
車
椅
子
の
方
が
安
全
に
避
難
で
き

る
方
法
に
つ
い
て
、
聞
く
。

【
危
機
管
理
部
長
】
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し

て
い
な
い
タ
ワ
ー
で
は
、
地
域
の
方
々
が

車
椅
子
を
持
ち
上
げ
て
避
難
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
市
町
村
が
ほ
と
ん
ど
で
、

一
部
の
市
町
村
で
は
、
介
助
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
階
段
を
滑
ら
せ
て
移
動

で
き
る
エ
ア
バ
ッ
グ
式
担
架
を
購
入
し
て

い
る
。
引
き
続
き
、
車
椅
子
を
利
用
さ
れ

る
方
の
安
全
な
避
難
に
関
す
る
事
例
を
調

査
し
、
市
町
村
と
情
報
共
有
し
た
折
。

【
質
問
】
共
助
や
自
助
の
財
政
的
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
な
仕
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

【
危
機
管
理
部
長
】
避
難
器
具
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
は
補
助
な
ど
の
支
援
を
し

て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
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エアバッグ式担架で高齢者の避難支援

を行う津波避難ビルでの訓練

日本ムービングハウス協会の資料より抜粋写真

【
質
問
】
階
段
を
上
れ
る
車
椅
子
な
ど
の

防
災
製
品
開
発
な
ど
に
つ
い
て
、
聞
く
。

【
商
工
労
働
部
長
】
避
難
行
動
に
お
け
る

要
配
慮
者
対
策
は
極
め
て
重
要
な
課
題
。

危
機
管
理
部
や
地
域
福
祉
部
、
市
町
村
な

ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
県
内
企
業
に

よ
る
製
品
開
発
に
向
け
た
意
欲
の
喚
起
に

努
め
て
い
く
。

不
足
し
て
い
る
避
難
所
や
仮
設

住
宅
の
確
億
の
見
通
し
は

【
質
問
】
避
難
所
は
、
発
災
l
週
間
後
の

避
難
者
約
2
3
万
人
に
対
し
、
約
2
1
万
人
分

の
避
難
所
、
約
1
3
0
0
カ
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
、
2
万
人
が
不
足

し
て
い
る
。
今
後
の
確
保
の
目
途
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

【
危
機
管
理
部
長
】
今
後
、
ま
だ
活
用
し

て
い
な
い
学
校
の
教
室
や
公
民
館
、
民
間

施
設
の
活
用
を
進
め
、
全
て
活
用
で
き
た

ら
、
約
3
万
人
分
の
ス
ペ
ー
ス
が
見
込
め

る。
【
質
問
】
中
央
圏
域
内
で
の
余
剰
充
足
数

を
差
し
引
い
て
も
な
お
、
高
知
市
で
は
約

3
万
人
の
不
足
分
に
対
し
て
中
央
圏
域
を

越
え
た
範
囲
で
確
保
さ
れ
る
避
難
先
に
つ

い
て
、
聞
く
。

【
危
機
管
理
部
長
】
発
災
後
に
避
難
先
を

お
示
し
で
き
る
の
は
、
基
本
的
に
は
広
域

避
難
の
調
整
が
終
わ
っ
た
時
点
に
な
る
。

た
だ
し
、
高
知
市
は
多
く
の
広
域
避
難
者

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
避
難
先
に
つ

い
て
の
お
お
ま
か
な
方
向
性
は
決
め
て
い

き
た
い
。

【
質
問
】
避
難
訓
練
な
ど
を
通
じ
た
広
域

避
難
計
画
の
磨
き
上
げ
の
た
め
の
事
前
交

流
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
聞
く
。

【
危
機
管
理
部
長
】
県
の
地
域
防
災
対
策

総
合
補
助
金
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
市

町
村
が
地
域
に
補
助
す
る
際
に
そ
の
2
分

の
l
を
補
助
し
て
い
る
。

【
質
問
】
応
急
仮
設
住
宅
建
設
用
地
と
し

て
約
4
5
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
確
保
が
必
要

と
さ
れ
る
仮
設
住
宅
の
充
足
率
を
高
め
る

た
め
の
異
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
、
聞
く
。

【
土
木
部
長
】
昨
年
度
よ
り
、
2
階
建
て

や
3
階
建
て
の
問
題
点
や
改
善
策
の
検
討

を
進
め
て
お
り
、
必
要
と
な
る
仮
設
住
宅

戸
数
を
少
な
く
す
る
た
め
住
宅
の
耐
震
化

の
促
進
で
、
仮
設
住
宅
の
充
足
率
を
高
め

て
い
く
。

【
質
問
】
近
年
の
災
害
で
、
ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
型
応
急
仮
設
住
宅
が
設
置
さ
れ
た

事
例
が
あ
る
が
、
こ
の
検
討
に
つ
い
て
、

聞
く
。

【
土
木
部
長
】
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
型
仮

設
住
宅
は
、
比
較
的
狭
い
敷
地
で
も
対
応

で
き
る
こ
と
か
ら
、
仮
設
住
宅
の
建
設
用

地
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
る
。

治
体
に
配
置
す
る
検
討
に
入
っ
て
い
る
が
、

本
県
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
検
討
さ
れ

る
の
か
、
聞
く
。

【
地
域
福
祉
部
長
】
み
ず
か
ら
S
O
S
を

出
せ
ず
支
援
に
結
び
つ
か
な
い
方
を
支
え

て
い
く
に
は
、
支
援
に
繋
ぐ
た
め
の
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
が
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
国
で

予
算
化
さ
れ
れ
ば
、
積
極
的
に
活
用
し
、

地
域
で
S
O
S
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
早

い
段
階
か
ら
訪
問
支
援
を
行
う
体
制
の
構

築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

県
立
大
学
図
書
館
の
蔵
書

除
却
舛
分
問
題
は
、
茄
等
の

謙
穎
解
決
を

生
き
ブ
ら
さ
の
解
消
に
向
け
て

【
質
問
】
　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る

窓
口
の
創
設
な
ど
「
断
ら
な
い
相
談
支
援
」

の
体
制
に
つ
い
て
、
聞
く
。

【
地
域
福
祉
部
長
】
県
の
地
域
福
祉
支
援

計
画
の
改
訂
作
業
に
お
い
て
、
市
町
村
の

相
談
体
制
や
専
門
的
な
人
材
育
成
な
ど
、

県
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
ひ
き
こ
も
り
な
ど
社
会
的
孤
立

に
苦
し
む
人
の
相
談
を
担
い
、
就
労
を
支

援
す
る
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
貞
」
を
白

【
質
問
】
高
知
県
公
立
大
学
法
人
評
価
委

員
会
に
よ
る
「
平
成
3
0
年
度
業
務
実
績
評

価
書
」
　
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
聞
く
。

【
知
事
】
第
三
者
委
員
会
で
議
論
し
た
結

論
で
あ
り
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
私
学
大
学

支
援
課
か
ら
の
圧
力
に
よ
っ
て
内
容
が
ゆ

が
め
ら
れ
た
と
い
う
事
実
は
一
切
な
い
。

ご
指
摘
の
あ
っ
た
（
図
書
館
改
革
の
）
打

ち
ど
め
感
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
改
革
の
プ
ロ
セ
ス
を
具
体
化
し

て
い
く
と
き
で
、
大
学
で
し
っ
か
り
対
応

し
て
い
く
。

【
坂
本
議
員
】
検
証
委
員
会
の
整
口
が
妥

当
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
が
な
い
と
今
後
の

改
革
も
き
ち
ん
と
さ
れ
な
い
。
そ
の
意
味

で
は
、
も
っ
と
深
く
掘
り
下
げ
た
議
論
が

継
続
さ
れ
る
べ
き
。



（4）＜坂本茂雄県政かわら版＞

議会改革一歩進む毛道半ば

一
次
産
業
、
生
き
や
す
さ
、
災
害
へ
の
備
え
、
人
権
問
題
な
ど

県
民
の
会
で
は
、
2
0
2
0
年
度
に
向

け
た
県
政
要
望
を
浜
田
新
知
事
に
提
出
し

ま
し
た
。
提
出
し
た
要
望
の
う
ち
紙
面
の

都
合
上
、
坂
本
議
員
が
提
案
し
た
項
目
な

ど
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

①
森
林
・
林
業
政
策
に
つ
い
て

ア
．
県
及
び
市
町
村
に
お
け
る
「
森
林
環

境
譲
与
税
」
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
県

と
し
て
も
集
約
す
る
中
で
、
評
価
・
分

析
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
段
階
に
お

け
る
体
制
の
整
備
に
向
け
、
国
へ
の
支

援
要
請
を
は
じ
め
、
県
と
し
て
の
現
在

の
支
援
体
制
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

ィ
．
主
伐
・
再
造
林
を
進
め
て
い
く
中
で

苗
木
の
安
定
的
な
確
保
に
向
け
、
苗
木

の
残
苗
補
償
、
被
害
補
償
な
ど
に
対
す

る
支
援
の
再
開
を
行
う
こ
と
。

ウ
．
林
業
事
業
体
の
育
成
・
確
保
に
向
け

た
施
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、
山
村
地

域
で
雇
用
の
拡
大
・
改
善
を
行
う
企
業

に
対
す
る
支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

②
高
知
県
に
お
け
る
主
要
農
作
物
の
優
良

な
種
子
の
生
産
及
び
普
及
を
促
進
す
る
た

め
、
「
高
知
県
主
要
農
作
物
種
子
生
産
条

例
」
を
制
定
す
る
こ
と
。

③
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て
、
実
態
調

査
の
実
施
と
そ
の
結
果
に
も
と
づ
く
抜
本

的
な
施
策
を
充
実
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ひ

き
こ
も
り
、
介
護
、
貧
困
な
ど
の
複
合
的

な
課
題
に
対
し
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対

応
で
き
る
自
治
体
窓
口
の
創
設
な
ど
「
断

ら
な
い
相
談
支
援
」
　
の
整
備
に
向
け
た
財

政
約
・
人
的
支
援
を
行
う
こ
と
。

④
産
後
ケ
ア
事
業
の
未
実
施
自
治
体
へ
の

財
政
的
・
人
的
支
援
を
行
う
こ
と
。

⑤
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
に
つ
い
て
、

ア
．
地
域
防
災
対
策
総
合
補
助
金
の
自
治

体
上
限
枠
の
緩
和
を
図
る
こ
と
。

ィ
．
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
と
し
て
、

個
別
計
画
の
策
定
と
避
難
環
境
の
整
備

の
支
援
を
図
る
こ
と
。
そ
の
際
に
、
福

祉
関
係
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
個
別
計
画
策

定
着
の
支
援
者
と
す
る
仕
組
み
づ
く
り

の
支
援
を
行
う
こ
と
。

ウ
．
「
生
活
を
立
ち
上
げ
る
」
局
面
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
要
配
慮
老
だ
け
で
な

く
、
一
人
ひ
と
り
の
被
災
者
ノ
ー
ト
・

被
災
者
カ
ル
テ
作
成
手
法
の
導
入
な
ど
、

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
に

取
り
組
む
こ
と
。

⑥
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
　
の
具
体
化

と
し
て
、
法
務
省
実
施
の
部
落
問
題
に
関

す
る
「
国
民
意
識
調
査
」
　
の
調
査
項
目
を

精
査
の
上
「
県
民
意
識
調
査
」
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
情
報
、

人
権
侵
害
事
案
、
デ
マ
や
偏
見
に
基
づ
く

悪
質
な
書
き
込
み
等
に
対
応
す
る
た
め
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
を
早
期
に
構
築
（
整

備
）
す
る
こ
と
。

⑦
県
職
員
の
働
き
方
改
革
（
と
り
わ
け
時

間
外
勤
務
の
縮
減
）
に
向
け
た
具
体
策
を

講
じ
る
こ
と
。

こ
れ
ま
で
、
議
会
運
営
委
員
会
で
、
議

会
改
革
課
題
に
つ
い
て
随
時
検
討
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
現
状
に
つ
い
て
ご
報
告
し

て
お
き
ま
す
。

親
子
連
れ
が
傍
聴
し
や
す
い
託
児
サ
ー

減
額
し
、
県
の
旅
費
規
程
に
基
づ
く
実
費

相
当
分
と
し
て
l
㌔
当
た
り
2
9
円
を
加
算

す
る
案
を
示
し
、
議
論
の
中
で
定
額
部
分

の
さ
ら
な
る
減
額
も
検
討
す
る
余
地
が
あ

る
こ
と
も
示
し
ま
し
た
。

ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
と
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
よ
っ
て
、
本
会
議
だ

け
で
な
く
、
各
委
員
会
を
対
象
と
す

る
傍
聴
機
会
を
新
年
度
か
ら
確
保
で

き
る
よ
う
に
、
具
体
的
な
検
討
に
入

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
1
3
年
前
に
県
議
会
で
は
、

「
滞
在
手
当
」
を
「
費
用
弁
償
」
と

し
て
3
0
0
0
円
減
額
し
て
、
現
行

の
定
額
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

県
民
の
会
と
共
産
党
が
求
め
て
い
た

完
全
実
費
化
は
自
民
党
を
は
じ
め
と

し
た
他
会
派
の
主
張
に
よ
っ
て
見
送

ら
れ
ま
し
た
。

自
民
、
公
明
は
相
変
わ
ら
ず
「
費

用
弁
償
に
は
、
準
備
や
連
絡
調
整
の

費
用
も
含
ま
れ
る
」
　
「
交
通
費
の
意

県
民
の
会
で
は
、
共
産
党
と
と
も

に
、
い
っ
た
ん
持
ち
帰
り
、
次
回
の

議
会
運
営
委
員
会
で
の
検
討
ま
で
に
、

会
派
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

県
民
の
傍
聴
機
会
の
保
障
と
い
う

面
で
は
、
1
2
都
府
県
で
既
に
導
入
さ

れ
て
い
る
常
任
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
の
導
入
は
、
自
民
党
会

派
や
公
明
党
会
派
が
慎
重
姿
勢
を
崩

さ
ず
、
時
間
的
な
公
平
性
や
、
執
行

部
の
答
弁
が
慎
重
に
な
る
と
か
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
傾
斜
す
る
な
ど
、

相
変
わ
ら
ず
慎
重
姿
勢
の
理
由
を
あ

げ
つ
ら
う
こ
と
に
終
始
し
、
自
民
、

公
明
が
見
送
り
を
主
張
し
、
残
念
な

が
ら
今
回
も
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
今
後
は
、
四
囲
の
変
化

味
合
い
だ
け
で
は
な
い
」
な
ど
と
定
額
分

の
必
要
性
を
主
張
し
な
が
ら
も
、
「
全
国

的
に
見
て
も
本
県
は
割
高
だ
」
と
し
て
、

定
額
分
を
現
行
の
5
千
円
か
ら
4
千
円
に

が
大
き
い
場
合
に
、
随
時
こ
れ
ら
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
全
国
状
況

や
県
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
不
断
の
議
会

改
革
に
努
め
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


